
旧片山家住宅は､平成14年に所有者か

ら成羽町(現高梁市)へ寄贈を受け､重要

伝統的建造物群保存地区の中核的な建

物として､平成15年から平成21年まで保存

修理を行いました｡全ての保存修理の完了

を機に､平成22年4月から全体を公開して

います｡

片山家は､宝暦9年(1759)の創業以

来､200年余りにわたって吹屋弁柄の製
しにせ

造･販売を手がけた老舗です｡その家屋は､
おもや

弁柄屋としての店構えを残す主屋とともに

弁柄製造にかかわる付属屋が立ち並ぶ｢近

世弁柄商家の典型｣として高く評価され､平

成18年12月､国の重要文化財に指定され

ました｡

付属建物の外観
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tt備中吹屋へのアクセスとご乗内因

交通のご案内
●JR備中高梁駅より

バスで60分､車で50分

●新見l.Cより車で40分

●賀陽LCより車で60分
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(亡コ部分が重要文化財)
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片山家で製造された弁柄

宝永4年(1707)にはじまったとされる吹

屋の弁柄生産は､宝暦11年(1761)頃に
ローハ

線審を原料とする製法が確立されて本格化

しました｡早くから弁柄製造を手がけた片山
えぴすやかまtJと

家(胡屋)は､窯元として弁柄仲間の株を永

く保ち､大塚･広兼･長尾家とともに苗字帯

刀を許されるまでになりました｡安政2年

(1855)には緑馨の製造にも乗り出して､

最盛期には3つの工場を経営し､その製品

は建材や家具の塗料､陶磁器や漆器の顔

料として国内に広く流通しました｡しかし､昭

和26年に線審の生産が途絶えると､弁柄

製造は次第に衰過します｡その後も合成さ

れた硫酸鉄を原料として生産が続けられまし

たが､片山家は昭和46年(1971)に弁柄

屋を廃業､その3年後には田村家も弁柄工
ふう

場を閉鎖して､260年余りにわたり一世を風
び

廃した吹屋弁柄はその幕を閉じました｡

せきしゅうふ

赤い石州瓦で葺かれた二階建(一部三

階建)の主屋は江戸時代後期に建てられた

後､江戸時代末に仏間､明治時代には座
あきな

敷が増築され､片山家が弁柄商いによって

隆盛していく様を今に伝えています｡
こしだかごう

また､通りに面した外観は､一階に腰高格
しそでかペでごうし

子を飾る袖壁や繊細な出格子を配し､二階を
なまこかペ

海鼠壁で仕上げるなど､吹屋の町並の中でも
いしょう

ひときわ意匠を凝らしたつくりとなっています｡

内部は､一階を店舗や接客の場にあて､二階

を寝室や物置に使用しています｡接客の場で
めいぽく

ある座敷には､銘木がふんだ

んに用いられるとともに､美
らんま

しい電灯や見事な欄間､優
くぎかくしふすま

れた意匠をもつ釘隠や襖の

引き手などにも見られます｡また

通り土間に面した店の間や台所などは､当時

の商家のたたずまいをよく伝えています｡

このように旧片山家住宅は吹屋弁柄が

栄えた江戸時代後期～明治時代の屋敷構

えをよく残しており､吹屋の歴史的な町並景

観を語る上で欠くことのできない存在と言え

るでしょう｡
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